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小泉 ： 会場の皆さん、こんにちは、Zoom で参加の皆さん、まだ、おはようございます、でしょうか。司会
をします小泉仁と申します。司会兼指定討論者ということでコーディネーターみたいなことも任されていま
す。特に今日は、いろいろと、英語の機械翻訳の話で 3 人の方のご意見を聞こうと思っています。
　人間には、右脳、左脳と脳が両サイドありますけれど、左脳だけで右脳のないコンピューターに人間教育
の仕事をどこまで手伝わせるのかということに、非常に sceptical 、疑いを持っている人間です。そういう
私を「AI を肯定的に使おう」という人達の司会に当てた、このランゲージ・エキスポのモデレーターの酒井
志延さんの腹の底を探りながら、今日は皆さんと一緒にこの問題を取り上げていきたいと思います。よろし
くお願いします。

はじめに 司　会　　小泉　仁　（星槎大学 ; 2024.4.1 現在）
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酒井： 酒井志延と申します。定年退職をして 2 年経っ
ていますけど、いまだに本務校で働いていいよって
働かせてもらっております。

＜スライド 2 ＞チェーホフ作『桜の園』の演出家の
言葉

酒井 ： チェーホフの『桜の園』ってありますよね。
その演出家が言うんですよ。「いま私たちは、自分た
ちが生活しているシステムに根本的な変革が起きな
ければいけないことを、理解しています。でも、大
多数の人は何が答えなのか知りません。過去を懐か
しみつつ」、昔は良かったなとかね、「未来におびえ
る――。私たちが立っているのは、そんな場所だと
思います」という風に言っていて、まさにこれは英
語教員が抱えてる不安と同じじゃないかというふう
に思います。
　ネットを見ても多くの先生が、これからどうなん
だろうという不安を抱えていることが分かります、
で、起こりうるパラダイムシフトにどう対応してい
けばいいんだろうかっていうことを考えていきたい
と思っております。

＜スライド 3 ＞では、どんな未来が来るのだろうか？

我々は予言者ではないから、こんな未来が来るって
のは言えないんです。研究者は基本的に現在と過去
のデータを用いて考えるから未来のことは非常に考
えにくいんです。
　だけど、やはり考えられるのは、高度な機械翻訳

（MT）と ChatGPT を備えた社会が来ることは当然
だろうし、それから瞬時に訳する MT がどんどん進
化すると、言語の壁が低くなることも確かだろうと
思います。
　機械翻訳の進化で、色んな意見が出てきました。
2010 年あたりから、私の勤めている大学で翻訳機
があるから英語の授業は必要ないのではないかと、
情報系とか理系の教員から意見が出てきました。そ
れらの意見に対して全部反論していましたけど、た
まに自分で果たして自分の反論が正しいかと思うこ
とがありました。
　彼らが言うように、大学で英語教育は不要なのか、
教えるべきものはないのかと考えました。英語教育
で、やはり一番大事なのは、異文化理解教育とか、
コミュニケーションの方法を教えることです。こう
いうものを教えなくていいんだろうかって、私たち
言語教師は思うわけです。
　したがって、瞬時に翻訳できる機械が進化したら、
どういう風にパラダイムがシフトして行くんだろう
かってことを研究することは大事だなと思っており
ます。研究として自分ができることは何だろうかと
考え、MT や ChatGPT を学生に使わせ、彼らの行
動に変化があるかを観察しようと考えました。

発表

①
AI が進化した時代における英語教育の

パラダイムシフトについての論考
〜リメディアル教育に焦点を当てて

酒井　志延（千葉商科大学）
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＜スライド４＞教育は習得を求めるが、習得は難し
い

じゃあ、今の時代の英語力はどうなのかっていうと、
英語が実用的に使えるようになるためには CEFR の
B2 レベル、つまり英検でいうと準 1 級程度の英語
力必要です。準 1 級ぐらいないと、やっぱり実用的
に使うことは難しい、つまり、旅行ぐらいだったら、
2 級（CEFR の B1）レベルでも行けるかもしれない
けれど。では、どのくらいの数の高校生が B1 レベ
ルなのだろうか。
　最近は、高校生が B1 レベルの英語力を持ってい
るかを測る調査もないので、10 年前の高３に対して
文科省が行った調査でみてみると、「書くこと」と「話
すこと」、つまりプロダクションに関してですね、高
校生の 2 割も A2 レベルに達していないんです。要
するに、高校 3 年生の大多数、8 割以上が、A1 か
ら A2 レベル以下という状態になります。このよう
に、「書くこと」と「話すこと」に関しては、A1 レ
ベルが高 3 では当たり前であるという実態がありま
す。

＜スライド５＞従来の英語教育は

では、高校 3 年生になってまでも、なぜ A1 レベル
程度なのかを考えてみます。
　現在までの英語教育では、ある程度英語力を習得
してから運用力を高めるのが筋道です。一般的な教

育方法では、まず何か先生が教科書等を使って、学
習するモデルを提示します。それは、意味や音声を
理解する本文であり、覚える単語であり、例文です。
それからそれを練習させます。ある程度練習したら、
それらを使ってプロダクションさせます。いわゆる
PPP (Presentation, Practice, Production) という
流れです。
　このように枠にはめる教育は、さらに、日本って
特に多いと思います、剣道とか柔道とかの影響があ
ると思います。そのため、枠にはめる教育が日本に
根付いていると思います。だから、一クラスの生徒
数が多い一斉授業がいまだに一般的であるのではな
いかと思います。しかし、その枠にはめる一斉授業
は学習要求の多様化により、破綻しつつあるのでは
ないかと思います。
　何で破綻してるかというとですが、４技能のテス
トにおいて高 3 の 7 割以上が英検 3 級止まりでし
かない。英検 3 級は中学 3 年生レベルでしかないの
で、英語教員はリメディアル教育をやらざるを得ま
せん。リメディアル教育とは、その枠組みに入れな
かった者たちを、もう一回入れ直す教育なんです。
そのリメディアル教育はつらいのです。なぜつらい
かというと、生徒はいやいややらなきゃいけないか
らです。昔は、枠組みからはみ出したものに対して
は体罰を使って、その枠組みに入れなおしていまし
た。Spare the rod, spoi the child. は有名な格言で
す。しかし、今は、体罰が使えませんので、高校で
も大学でも、卒業での脅しとかテストでの脅しとか
でリメディアル教育をやっています。しかし、効果
は上がっているとは言えません。したがって、枠に
入れる教育は英語教育では、破綻に来てるんじゃな
いと私は思っています。

＜スライド６＞彼ら彼女らに共通するのは、音読が
できないこと
武庫川女子大学の村上加代子先生に相談してみまし
た。すると、彼女は「結局、音読ができない学生た
ちは音と文字の法則がわかってないし、分かったと
しても練習が足らないんじゃないかと」。だからこう
いう学生は、最初は声を出して読むことが恥ずかし
いのかなと思ってたんですけど、彼らに「ちょっと
頑張ってみようよ」っていう学生に読ませてみると、
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本当に時々ではなくて全体が逐次読みで、なおかつ
途切れ途切れになってしまう読み方なんですね。い
まは大学生といっても AO とか色んな方式の入試が
あって、色んな学生が来てて英語が苦手なっていう
のはいっぱいいます。で、昨年、次年度の担当クラ
ス希望調査で、プレースメントテストのスコアが
一番下のクラスを担当させてくださいと希望しまし
た。リメディアル教育を自分の生涯の研究としてや
りたいので、成績が一番下のクラスをやってみたい。
4 月に、授業に入ってみると、受講生は音読ができ
ないことが分かりました。音読の効果ですが、英語
学習の初級の段階から、自分の音感を鍛えることが、
英語の語感を鍛えることに繋がっていくんじゃない
かなと思います。
　授業後に毎回毎回リフレクションさせてるんです
けど、受講生は「喋ろうと思うんですけど、声が出
ないんです」って言う。「勇気を出して今日は少し
やってみます」とかで、それはもちろん恥ずかしいっ
てのもあるけども、やっぱり基本的に読めないって
いうのがやっぱり大きな原因だと思うんです。その
クラスの受講生は中高で音と文字の対応をしっかり
やってこなかったんだっていうのが多いんだろうと
いうふうに思うんです。

＜スライド７＞自分から進んで学ぼうとする環境を
作る

で、ここでですね。自分から進んで学ぼうとする環
境を作るって、英語って、先生方やってこられたの
で分かると思うんですけど、自分がやらないとでき
ないですよね。教科書でやってできるんじゃなくて、
自分で何とかその色んなものを使って集中的に、家
でやったりとかやります。だから、教員の務めとい
うのは、生徒が自分が進んでやる環境を作ることが
重要なんじゃないかなって思うんです。先ほど示し
た文科省の調査からも、8 割の人が習得できていな
い現状なので、現在の枠組みに入れて教育するシス
テムはうまくいっていないのではないか。そうする
と、AI を使えば、枠組みに入らない人たちの各個人
が持っている学ぶ力を引き出すことが可能ではない
かと思い始めたんです。
　それは何故かというと、2016 年くらいに、早稲
田大学で英作文を教えていて、一番低いところで教
えていたんですけども、その子達が翻訳機を使うと

「あ、わたし英語ができるようになった！」と喜ぶん
ですね。その子たちは早稲田大学でも英語の熟達度
は一番下のクラスだけども、知力的には高いんです
よ。しかし、英語がうまく使えないので、内心は忸
怩たる思いでした。だから機械翻訳を使わせてみる
とですね。「私、英語をこんな書けるんだ！」って喜
ぶんです。英語で論理的にうまく書けるようになっ
たと喜ぶんです。
　それで、これから起こりうるかもしれないパラダ
イムシフトの一つを、英語が苦手な学習者において
考えてみようと思いました。つまり、現状の英語教
育の型にはめて習得させるという枠組みから外れて
自由に発想して、学生が、自分ができるんじゃない
かと思わせる教育をしたいと思うようになりました、
できないと思われている学生をよく見てみると、本
当はだれも英語をやりたいんです。できるようにな
りたいんですよ。ですが、できない学生たちは、そ
れをずっと隠してきているんですね。で、それをい
かに引き出すかが研究としてやりがいがあると思っ
ています。
　僕の授業ではテストなんかやらないで、音読だけ
すればいいよってと言っているんですけども、ちょっ
と英語が分かるようなった実感を持つと、「TOEIC
受けてみる」「TOIEC 受けてみたいとか、英検を受
けてみたい」って言い出すんです。ああ、これは
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ずっと他人と同じように英語のテストを受けてみた
い、だけど自分は英語のテストなんか受けられない
と思ってきたんだということが分かります。「友達に
英検を受けるというと、あんたが英語のテストを受
けるなんて、英語の試験を受けるなんて」っていう
ふうに言うんだけども、本当はずっと受けたかった
んです。そういう気持ちを引き出すことができる。
英語の成績が低いクラスでも、だれも英語ができる
ようになりたいと思っているんです。だから、大学
入学時に「あ、この先生は違う」って思わせること
が大事なんです。この先生は自分たちを中高で受け
てきたような教育の枠組みに押し込めない、自分た
ちがやりたいと思う心を引き出してくれそうだ思わ
せる。その気持ちを引き出して、その低いクラスで、
日本人学習者が弱いと言われるライティングとス
ピーキングを指導してみようと考えました。

＜スライド８＞意識面：学習者に「この先生は違う」
と思わせる

低いクラスだけでなく、どのクラスでも勉強の動機
づけには Kahoot! が有効です。ぼくは Kahoot の推
進派でしたので、同僚の教員が言うんです、「酒井先
生、Kahoot! すると学生が勉強するんですよ」。そう
なんです。勉強するんです。Kahoot! やると勉強す
るんです。で、なんて勉強するかというと、楽しい
からでしょう。授業の一番最初に Kahoot! をします。
そうすると、遅刻がなくなります。できない学生には、
英語の授業が楽しいって言わせる、とにかく楽しい
と思わせる、とにかく楽しい。面白い。これが動機
づけの一番最初に来るんです。この授業は、定期試
験はしないから授業のリフレクションを 400 字以上
書きなさい。そうすると、自分の気持ちを書きます、
そのリフレクションをクラスメイト全員にネットで
シェアするんです。そうすると、あ、自分と同じ考

えの人がいるんだって分かる。ここからがまず協同
学習の始まりなんです。つまり、英語が苦手だとい
うのは自分だけじゃないんだ、他の人もそうなんだ
よ。あ、同じこと考えてる人がいる、ここのクラス
に集まった人は、自分と同じだってことをまず分か
らせなきゃいけない。他の人の思いを文字で読ませ
てシェアする。これで、協同学習の基礎ができます。
このように音読とリアクションペーパーが主の授業
ですが、たまに受講生より「文法の問題とかやらな
いのですか？」って聞かれることがあります。そう
すると、「君たちは中学校から英文法問題やってきて
英語ができるようになったか」と聞きます。すると、

「いやなりません」「でしょう。だからやらない。そ
れよ T で自分が言いたいことが表現できる、そして
日本語で論理的な文章を書くっていうのをずっと重
要です」って言うと、「なるほど」って言うんです。

＜スライド９＞高校生が習得で苦手とする書くこと
話すことを指導

英語はですね、完璧に習得しなくても MT を使えば
運用力をつけることはできるんじゃないかと思うん
です。ただ、MT の指導って絶対必要なんです。こ
れは 2022 年の論文に書いてあります。なぜ、指導
が必要かというと、指導が無いと、学生は自分が翻
訳したい文章をそのまま入れるんです。それだと、
良い翻訳になりません。指導は、どういう日本語を
MT にいれたら MT がちゃんと分かりやすい英文に
翻訳してくれるかについてです。それは一言で言う
と、外国人にやさしい日本語です。これを指導すると、
日本語の文章力が上がります。学生の書くリフレク
ションが読みやすくなります。
　ディベートはスピーキングとライティングの力の
強化に一番いいと思います。これについては、英語
力が準 2 級から 2 級程度の、一年生を対象にした研
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究ですが 2023 年の論文に詳述しました。今回は 3
級以下のレベルの学生を対象に教育をやってみまし
た。
　まずネットでディベートのトピックの内容の英語
が見つけられないやつ。例えば、「大学教員は出席を
取るべきか」とかね。「高校では服装規定が必要か」
とかね。こういうディベートをさせると、自分たち
で主張を考えなければいけなくなるから結構面白い
ですね。まず、とにかく必ず日本語でいいから話し
合いをさせる。お互いにその場で意見を言い合う。
反対意見と賛成意見をお互いに闘わせます。どのグ
ループが賛成の立場で立論を考えるか、どのグルー
プが反対の立場で立論を考えるかは、ジャンケンで
決めました。

＜スライド 10 ＞協同学習を重視し、教えあうこと
を習慣化する

ディベートの能力は、チームで協力できるかどうか
がカギになります。協同学習といえば、はやっぱり 
Maslow の欲求５段階説でかなり語れると思ってい
ます。できない学習者を指導することにおいて、一
番大事なことは何かというと、学習に対する不安を
取り除くことだと思っています。まず弱い学生って
いうのは不安なんですよ。不安。その不安を取り除
かせるために、学生には、雑談を勧めています。えっ、
学生に雑談ですかと思われる人もいるでしょうが、
まず学生が雑談するってのは、知り合いと雑談する
んです。授業で勝手に座らせると、私語を始めます。
それをカットするために、席を指定すると私語がで
きないので、シーンとしちゃうんです。雑談できな
いです。何故できないかというと、知らない人はやっ
ぱりおっかなくて話ができないのです。だから必ず
席を指定する。そして Zoom の、ブレークアウトルー
ムを使って 4 人ずつのグループにし、そこで 10 分

ぐらいでいいから話せと、意外と最初全然話せない
グループがあります。話せないグループはグループ
活動ができないんです。少しずつ少しずつ話してい
くと、楽しくなるようなんです。で、なんでこれに
気付いたかというと、ある時学生がこういうんです
よ。「先生、今日、グループ活動なかったよね」、「何
で？」、「だって女の子としゃべれねえじゃん」と。
そこで気づいたんです。つまり、普段、男子学生は
女の子としゃべるチャンスないんですよ。普通男子
学生は女の子と話ができない。だけど、グループ活
動で「話せ」って先生が言ってるからそれだから話
すんだっていうふうにエクスキューズが持てるので
す。授業が楽しいって思えるわけ、学校に来るのが
楽しくなる。グループ活動があるからです。ああそ
うなのかと思った。これがいわゆる Maslow のいう
所属の意識なんだって。つまり雑談して何でも話せ
るようになると、学生は所属の欲求を満たします。
学期の最後の方は本当に自由に話せるようになりま
す。ここを経験すると今度はそのクラスの中で、頑
張ろうっていう気になるんです。尊敬されるように
なりたいという気になるんです。これが、所属の欲
求の次の段階の尊厳の欲求なんです。Maslow の欲
求の 5 段階説はよくできているなと思います。

＜スライド 11 ＞学習意欲の向上：おわた

学習意欲の向上では「おわた」が重要と言っていま
す。つまり、私の授業の目的の最初には「おもしろい」
が来るのです。そして、「おもしろい、わかりやすい、
ためになる」を貫く、です。授業がおもしろく、わ
かりやすく、そしてためになるとわかると、学生た
ちは、尊厳の欲求の段階に入って、競争し出すんです。
授業のリフレクションで、「今日はダメだった。なん
でダメだったかっていうと、家で復習やってこなかっ
たからです」と言います。僕が授業で「復習してこ
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なきゃいけない」っていう風に言わなくても、尊厳
の欲求の段階に入ると、自分たちで復習しなければ
いけないたいって言い出すんです。部活でもそうで
すよね。勝ちたいと思うようになると、自主練とか
始めす。これが尊厳の欲求に入った段階です。

＜スライド 12 ＞学生のコメントから

春学期からずっとみんなで英文を読んで来ましたが、
自分でも多少すらすら読めるようになったなと思い
ます。「先生が授業の途中で○○くんの事をすらすら
読めるようになったなと褒めていて、本当にみんな
実力が着いているんだなと思いました。まだまだ上
を目指せると思います」「英語は読むしかない、読ま
ないと上達しない」。英語は読むしかないんです。と
にかく読むしかないことを指導します。だってそう
でしょ。ちっちゃい子供は母語を覚える時に、やた
ら喋るでしょ。うちの子もずっと喋ってました。しゃ
べって音で言語の感覚をつけていくんですね。

＜スライド 13 ＞英語力の進化

エッセーの課題で英語力の進捗を測ります。「大学の
教員は出席取るべきか」というテーマで 4 人グルー
プで書かせました。ただ、4 月から始めて 6 月ぐら
いだとまだ機械翻訳をうまく使いこなせていないし、
友達との関係もまだうまくいってないんで、協同学
習があまり機能していません。6 月 26 日に提出さ

れた英文エッセイの質は全くダメでした。やはり
CEFR のＡ１レベルってこの程度かなと思いました。

＜スライド 14 ＞後期になり、ChatGPT の使い方も
指導した

でも、後期になると、質が高まっていくんですよ。
で、ChatGPT の使い方も指導しました。ChatGPT 
の指導ですが、グループ活動で、機械翻訳を駆使し
て自分たちで作った英文についてですが、それを読
んでクラスメイトが理解できるかどうか考えてごら
ん。かなり難しいだろう。そう思ったら、ChatGPT
に入れて「易しく書き直して」って依頼すると、
ChatGPT は書き直してくれるよ、と言うと、学生
は「これは便利だ」と ChatGPT を積極的に使い始
めます。そこがね、ChatGPT の面白いところです。
ChatGPT が出してくれた英文を読んで、「あ、こう
いう風に言えばいいのか」とか、反応は様々ですが、
新しい英語学習だと思っています。ChatGPT が易
しい英文を返してくる。その英文でディベートを戦
います。ディベートで勝つと点数が上となるんです
よ。負けると悔しいですが、それでも英語の授業が
面白いと思い出すわけです。ディベートの勝ち負け
ですが、4 人グループの２組が戦いますので、残りは、
ジャッジです。そのジャッジを説得するスピーチを
しなさいと言います。ジャッジには、「スピーカーが
難しい英語を使って、相手側が理解できなかったら
相手側に点を与えなさい」と言っておきます。
そうすると「何とか ジャッジを説得しなきゃいけな
い」っていう発想になるんですね。そういう状況に
なると、じゃあどういう英文がいいだろうかって考
えだすんです。友達と話し合って ChatGPT を駆使
して英文語を作ってくる。そうすると、前期にあん
な低レベルの英文書いてたけど、次にあげるような
程度の英文が出てくるようになります。
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     We think high schools should have a dress 
code. There are three reasons. The first is that 
you don’t have worry about what to wear every 
day.

　AI や ChatGPT を使えば、CEFR で A1 の学生で
も、この程度のスピーチができるようになるんです
ね。分かった。英語の運用力が明らかに向上したっ
てことがわかります。ただ、自分たちの assertion 
を述べるときの音声面はまだまだです。徐々に良く
なってきてますけども。だけど、やっぱり自分が英
語で活躍できるんだってのは分かるんです。そこが
やっぱり重要かなと思ってます。

＜スライド 15 ＞この時期のコメント

赤は学生のコメントですけども、要するに失敗をやっ
ぱり、自分も英語ができるようになりたい。これはっ
きり言えます。Ａ１レベルの学生ですよね。３級レ
ベルの教科書を使っています。その教科書でも、英
単語が難しいっていうレベルの学生なんですけど、
英語の運用力は養成したと言えると思います。

＜スライド 16 ＞考察と今後に向けて

本稿も含めてですね。一つの研究で、今後起きるで
あろう、英語教育のパラダイムシフトについて完全

に語れることもないと思います。だから、研究者が
自分のできる範囲で AI を使って何ができるかを少し
ずつ探っていきパラダイムシフトを作っていけると
思っています。言い換えると、小さなパラダイムシ
フトは、AI を利用して個人がコントロールできると
考えています。
　大きなパラダイムシフトですが、東京外語大学の
副学長の中山さんが英語教育が AI で代替可能なス
キルや知識の養成や評価だけだったら英語教育がな
くなるだろうと朝日新聞上で述べています。英語教
育ではこのような知性的能力が学校で主に教えられ
て、子どもたちは競争させられています、知性的能
力は数値的な評価が可能だから教えやすいし、競争
させやすいからでしょう。しかし、前述したように、
8 割が習得できていません。これでは、英語教育の
存在意義を問われかねません。また、残念なことに、
友達を大事にする、隣の国を含めいろいろな国と仲
良くするという理性的な力を養成する教育は今一つ
盛んではありません。この傾向は日本ばかりではあ
りません。だから、世界のいくつかの地域で起きて
いる戦争は、相手のことを考えないで、自分の国が
大事っていうのが多いでしょう。あれは、世界中で
理性的能力よりも、知性的能力ばっかり教育してい
るからと思っています。つまり、ウクライナもそれ
からロシア、もうそれからガザ、それからパレスチ
ナもですね。自分たちのことだけを考えて、相手の
ことを考えない理性的な教育の欠如ですね。私は、
これらの戦争が起きるのは知性的能力の養成ばかり
を重視してきた学校教育の失敗だと思っています。
知性的能力の養成は大事で英語力がつくことは大事
だけど、他の人のことを考えるってこと教えないと
地球はあちこちで戦争が起きることになりかねない
んじゃないかと思います。ここで示したように、知
性的能力の養成は AI でかなりできます。だから、世
界中で学校教育は理性的な教育を重視するようにパ
ラダイムシフトをすべきだと思っています。
　それが大きな意味でのパラダイムシフトだと思い
ます。つまり世界平和というかデジタル地球市民を
目指すような、そういう教育に持っていくべきだと
思っています。AI を使えば可能になる知性的能力を
教育することが中心の言語教育では生き延びるのが
難しくなると思っています。それが大きなパラダイ
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ム・シフトかなと思っています。

小泉 ： ありがとうございました。酒井志延先生のワ
ンマンショーになりました。今、聞いていて、いろ
んな疑問が湧いてきたと思います。例えば、従来、
日本の英語教育が、知識中心、知識の量だけを評価
するようにしてやってきたのを、何とかしなきゃい
けないとすれば、知識中心でしか言葉を学んでない
大規模言語モデルは、あいつらは何者なんだろう、
知識提供以外にどう使えるんだろうと、そういうふ
うに私は思ってしまうんですね。
　はい。それでは次にお願いします。小田先生ですね。
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発表

②
AI と共存するために英語教員が今できること

小田　登志子（東京経済大学）

小田 ： はじめまして。東京経済大学から参りました
小田登志子と申します。今日は「AI と共存するため
に英語教員が今できること」というタイトルでお話
します。「今」という言葉を入れてみました。

＜スライド２＞　概要
　

概要はこんな感じです。この発表では、AI という言
葉を使うんですけれども、ニューラル機械翻訳およ
び生成 AI を合わせて AI と呼ばせていただきます。
AI の登場で最も変革を迫られるのは一般教養英語、
つまり私の仕事だというふうに思っています。そし
て、AI と共存するしかないと思います。しかし、AI
利用に積極的な方々とそうでない方がいることも存
じています。そういった方を含め、我々が今の時点
で何ができるか、また何をすべきかについて、皆さ
んと考えてみたいと思います。①ルール設定、② AI
と協働できる小さい学習活動、時間の関係で③は割
愛させていただきます。

＜スライド３＞　自己紹介
簡単に自己紹介をいたします。私は一般教養の「英語」
と「言語学」を担当しています。英語が得意ではない、

TOEIC で 300 点届くか届かないかぐらいの学生を
教えています。実は、英語教育が専門ではありませ
ん。生成文法の主に意味論を研究しています。
　機械翻訳には個人的に興味があって、昔から触っ
ていました。これを教育利用したいと考え、 JAITS

（日本通訳翻訳学会）に入会して仲間とプロジェクト
を立ち上げ、その成果として 2023 年 10 月に『英
語教育と機械翻訳』という本を出版しました。献本
がまだ余っているので、会場でご希望の方がいまし
たら、ぜひもらってください。
　私は、2016 年にニューラル機械翻訳が出た時に、
この機械翻訳は十分実用に耐えるレベルの性能だと
感じ、それから学生には自由に使わせています。た
だし、長い間周りには黙っていました。今でもそん
なに自分から AI 利用について周りの教員に何か言
うことはありません。
　ではどうしてコソコソしながら学生に AI を使わ
せてきたかというと、やっぱり学生の英語が非常に
限られているので、英語を使用した楽しい体験や成
功体験などが全然ないからなんです。彼らはごまか
しごまかし何とか必修英語だけをパスして大学を卒
業していきます。これって何だか残念だなと思って
いました。それなら AI を使って少しでも世界の人
と交流して、楽しかった、もっと英語を勉強してみ
たい、という動機づけを得た方がいいと考えたから
です。
　そして、彼らはすぐ社会人になるので、その時に
もう私たちは英語を手伝ってやれませんから、色ん
なツールを使って自分で何とかできる能力をつける
方が大事だと自分は考えるからです。もちろん、AI
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による翻訳には間違いも含まれますが、一般教養英
語のレベルの学生が使用するには十二分だと考えて
います。

＜スライド４＞　２　今できること①：ルール設定

英語教員が今できることの一つに、ルール設定が挙
げられると思います。

＜スライド５＞　2.1　先行研究

英語の授業で AI を利用することに賛成の方もいる
し、そうでない方もいらっしゃると思います。方針
がどうであれ、教育理念に基づいたルールを設定す
ることは重要だと思います。これは異論のないとこ
ろだと思います。ところがですね、先程の JAITS プ
ロジェクトチームで 2021 年の 3 月、つまりコロナ
禍に見舞われた 2020 年度の最後の月に、英語教員
を対象としたアンケートを行ったところ、困った結
果が出ました。
　そのアンケートで、「学生に対して AI（当時は機
械翻訳のみ）の利用を禁止していますか」と尋ねた
ところ、一般教養英語を担当する 60 人中 38 人、約
63% の教員が「禁止も許可もしていない」と回答し
ました。悪い予感が当たったと思いました。
　この時の大学生の機械翻訳使用率はほぼ 100% だ
ということが、さまざまな調査からわかっていまし
た。先生方もオンライン授業をしていて、学生が何

か使っていると気がついていました。でも何も指導
をしなかった。つまり AI 利用が野放し状態だった
ということです。もちろん、コロナ禍でそれどころ
ではなかったという事情があったかもしれませんが、
とにかくこの時の状態は問題だったと思います。
　では、方針を決めている人はどんな方針なのか探
してみたのですが、あまり文献上ではみつけられま
せんでした。会場の皆さんはどのようなルールを設
けているのか、良かったらシェアしてください。

＜スライド 6 ＞先行研究
　

自分の場合は、学生の習熟度が高くないので、「AI
が出した英語の中から自分が理解できるものだけを
使って、理解できないものは捨てなさい」と指導し
ています。ところが学生は AI が出した英語をなかな
か捨てられないのです。だから、「AI はいくらでも
英語を出すのだからもったいないと思わないように」
としつこく言っています。そして、出力された英語
に対して、構文を簡単にするとか、単語もあえて簡
単なものにするなど、この作業に私は「ダウングレー
ド」と名前をつけたんですが、そうやって自分に合っ
たレベル、つまり「i+1」ぐらいのレベルにしなさ
いと学生に言うようにしています。そうして簡単な
英語にすることによって、自分が使う英語に責任を
持てるようにすることが大事だと思います。この点
は英語教員として自分は譲れない一線だと考えてい
ます。
　京都大学の柳瀬陽介先生は、もっと英語のレベル
が高い、学術論文を英語で書く学生を指導なさって
いますが、おっしゃっていることは大体私と一緒で
す。AI が出力した英語に対して人間の判断として
の修正が必要、かつ人間が責任を取るべきだとおっ
しゃっています。
　 立 命 館 大 学 の 近 藤 雪 絵 先 生 は、 “Do your own 
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project” というスローガンを掲げており、自分のプ
ロジェクトになっているかどうか振り返るように学
生によびかけていらっしゃいます。これはうまい言
い方だと思いました。AI が出す英語をコピペするだ
けでは、“your own project”にならないからです。

＜スライド 7 ＞　2.2　アンケート対象者

次に、今の状態がどうなっているのか、学生を対象
に行ったアンケート結果を紹介します。今は 2024
年ですから、2021 年 3 月に JAITS プロジェクトで
行った英語教員を対象としたアンケートから 3 年ぐ
らい経っています。今度は学生を通して状況を調べ
てみました。
　「言語学」を履修する文系の学生 349 名を対象に
しました。彼らの機械翻訳使用率はほぼ 100% だ
と分かっています。ちなみに生成 AI の利用は全く
広まっていません。2023 年 11 月の調査で生成 AI
を日常的に使用する人が 1.9%、時々使用する人が
23% なので、この 2 つを合わせても約 25％、4 人
に一人ぐらいしかいない状態であることがわかりま
した。以下、2023 年 12 月に行ったアンケート結
果をご紹介しますが、生成 AI を使用したことがな
い人も回答しているという点に気をつけて聞いてく
ださい。

＜スライド 8 ＞　2.3　アンケート

アンケートの質問は 16 問ありましたが、本発表で
は 3 問のみの結果をご紹介します。

＜スライド 9 ＞　質問　大学に入学してから…

1 問目です。まずは、AI ツールに関するルール設定
が浸透しているかどうか学生に尋ねました。「大学
に入学してから受講した英語科目の教員は、翻訳ア
プリ・生成 AI の使用について何らかのルールをク
ラスで設けていましたか？」という質問をしました。
結果は、「ほぼ全ての先生がルールを設けていた」と
いう選択肢を選んだ人が 51%、「一部の先生がルー
ルを設けていた」が 46% となりました。半々くら
いですね。「ルールを設けていた先生はほとんどいな
かった」が 2.5% でした。
　これはちょっと残念な結果だと思いました。本来
は「ほぼ全ての先生がルールを設けていた」という
選択肢をほぼ全ての学生が選ぶべきであると思いま
す。事実、学生からはクレームが出ています。「ちゃ
んとルールを決めてくれないと困ります。レポート
を出した後で使ってはいけないと言われて、単位を
認めてもらえなかったら困るので」というコメント
がありました。その通りだと思います。

＜スライド 10 ＞　質問　一部の学生はすでに…
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2 問目は成績付与に関する質問です。「一部の学生は
すでに翻訳アプリや生成 AI を使用しています。先
生が公平に成績をつけているかどうか心配ですか？」
という質問をしました。「心配」という回答が約
18％、「どちらかというと心配」が約 22% です。こ
れらを合わせると 40% にもなります。「あまり心配
していない」は 45% でした。この結果に私はちょっ
と頭を抱えています。このような公の場で話す前に、
自分の大学の教務の先生に報告した方がいいと思う
んですが、どうしたらいいのか困っています。本来
は成績付与について心配する学生は限りなく 0 人に
近くあるべきだと思います。
　この質問に関連して、学生から「生成 AI を使っ
てレポートを書いたかどうか、先生は分かるんです
か？」と聞かれました。私は「その学生のことを知っ
ていれば分かるだろう」と答えました。すると、「人
数が多い授業ってありますよね。そういう授業で提
出物が一回しかなかったらどうするんですか？」と
聞き返されてしまいました。そのような場合は生成
AI を使ってレポートを書いたのかどうか自分は見分
けられないと思います。しかし、4 月の新学期から
は学生に成績に関する心配を与えないように努めよ
うと思います。

＜スライド 11 ＞　質問　授業の中で翻訳アプリ ...

３問目として、授業に AI 使用を取り入れることにつ
いて学生がどう考えているのか聞いてみました「授
業の中で、翻訳アプリや生成 AI の使用を取り入れる
ことについて賛成ですか？」と質問したところ、「賛
成」という回答が 36%、「どちらかというと賛成」
が 41% でした。つまり 77% の学生が賛成派です。
これは生成 AI を使ったことがない人も含まれないと
出ない割合です。学生は AI の使用に非常に乗り気で
あることが分かります。賛成の理由としては「AI を

利用することが今後必要になると思うので」があり
ました。また生成 AI を使っていない人から、自分が
使ったことがないのにマスコミなどで騒がれている
ので「とても自分が出遅れている感がある」という
コメントがありました。このような学生は授業で生
成 AI の使い方について紹介してほしいのだと思いま
す。
　これは思いもかけない結果でした。生成 AI が出た
あと、大学コミュニティは大騒ぎになり、学生が生
成 AI を使って書いたレポートを提出したらどうしよ
うかと心配しています。東京経済大学も学生に対し
て「皆さんの学びを損なわないような使い方をしま
しょう」というメッセージを 2 度ほど発しています。
このように大学が非常に警戒しているにもかかわら
ず、どうも学生は授業で生成 AI の使い方を紹介して
もらいたがっているらしいということがわかりまし
た。

＜スライド 12 ＞　2.4　結果と考察

結果を簡単にまとめます。私の本務校に限った話か
もしれませんが、英語クラスでの AI ツールの使用
ルールはまだ浸透していません。しかし、学生は非
常に AI 使用に前向きだということがわかりました。
したがって、まずルール設定をすべきだと思います。
これはもちろん私の本務校から開始しなければなら
ないと思っています。その時に、どういうルールを
設定すると、生産的な方向に持っていけるのかを模
索すべきだと思います。それにはまず、少しずつ AI
を使ってみることが大事だと思います。

＜スライド 13 ＞　３　今できること②：AI と協働
する小さい学習活動
ですから、英語教員が今できることの二つ目として、
AI 利用にそれほど積極的でない方も少しでも興味が
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あったら、AI と協働する小さい活動を実践してみて
はどうかと思います。

＜スライド 14 ＞　AI 翻訳の使用がもたらしうる影
響を知るには

どうして「小さい」活動を提案するかというと、特
に一般教養英語は制約が多いからです。一般教養英
語の授業には共通テキストがあったり、共通シラバ
スがあったりするので、そんなに自由に何でもでき
ないですよね。履修者が 50 人ぐらいいることもあ
るし、皆さんたくさん授業を教えていらっしゃるの
で、そんなに凝ったことやっていたら授業が回りま
せん。また、カリキュラムを統括している専任の先
生がアンチ AI だったりすると、目立つ活動をしに
くいと思います。ですから、立命館大学の PEP プロ
ジェクトのような大規模な実践ができる方は非常に
限られていると思います。そこで、制約がある中で
も試すことができる小さい活動を行って、少しずつ
AI の使い方を探っていったらどうかと思います。参
考になるかどうか分かりませんが、私が実践した、
どなたでもできる・いろんな学生を対象にできる・
簡単な・負担の少ない活動をご紹介します。

＜スライド 15 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例
簡単に言うと、Small Talk で AI を使うという活動

です。たまたま履修者が 7 人しかいない不人気な
英語のクラスがあり、履修者の英語力が全員 CEFR 
A2 ぐらいだったため、AI 使用を試すのにいいクラ
スだと判断しました。このクラスで私は授業の最初
にいつも英語で雑談をしていました。「あなたバイ
トしてる？」とか、「今日雨が降ってるね。どうやっ
て学校に来たの？」程度のことです。この活動に AI
を使ってみようと考えました。
　まず、次の週の Small Talk のトピックをあらかじ
め決めておきます。そして、例えば「来週は洋服は
どこで買うか聞くからね」と知らせて、その準備の
ためのミニスピーチの原稿を DeepL で作成しても
らいました。この際、7 名全員に DeepL のアプリ
を自分のスマホにダウンロードしてもらいました。
DeepL を選んだ理由は、ChatGPT のアカウントを
持ってる人が誰もいなかったからです。そして授業
の数日前までに、DeepL に出してもらった英語に質
問を添えて提出してもらい、私がその質問に回答す
るという形にしました。そして授業ではその英語を
暗記して話してもらいました。

＜スライド 16 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例　（２枚目）

もう少し整理して言うと、学生が事前に提出するも
のは英語出力文です。50 ワードぐらいです。長く
ない方がいいと思います。長くなると覚えられなく
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なりますし、学生が英語を吟味しなくなるので短い
方がいいと思います。50 ワードぐらいだと私の学
生でも暗記できます。そこに英語に関する質問をつ
けてもらいます。これだけでも十分だと思いますが、
今回自分はちょっと興味があったので、日本語の入
力文と英語を音読した録音も提出してもらいました。
音読すると、学生は自分がどこにつまずいているの
か自分で気づきますし、教員も学生が構文を理解し
ているかどうかよくわかるので、とても参考になり
ました。でも無理をして録音を提出しなくていいと
思います。教員は manaba に提出された英文を見る
だけで、添削は一切しませんでした。そして質問に
回答しました。また、特に気づいた点があれば指摘
しました。例えば、自分が言いたい内容と全然違う
英語になっていることに学生が気づいていない場合
などです。しかしそれほどの負担ではありませんで
した。
　学生にとってもこの課題は全く負担ではありませ
んでした。時々提出物を出さないまま授業に来る学
生がいるので「課題が出ていませんよ」と指摘する
と「忘れていた」などと言います。そこで、ちょっ
と廊下に出てやってくるように言うと、5 分ぐらい
で済ませて帰ってきます。その程度です。教室では
最初にペアでスピーチを練習してもらってから、ク
ラス全体に対して暗記でスピーチをしてもらいまし
た。そして簡単な Q&A をしました。

＜スライド 17 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例＜教室での実際のスピーチの例１（暗記）＞

このように DeepL に手伝ってもらった結果、どれ
ぐらいの内容が英語で言えたのか、2 つの例を紹介
します。これは TOEIC が 300 点前後ぐらいの学生
のスピーチです。「今までで楽しかった授業は何か」
と聞いたところ、次のようなスピーチをしました。

     I enjoyed the sign language class. I took the 
class last year. I would like to take the sign lan-
guage test someday. I missed the test this year, 
so I will try next year. I haven’t been able to 
study sign language recently, so I will resume 
my studies. NHK’s sign language programs are 
interesting.

　多くの先生方は、学生がこの程度の英語を言った
事に対して特に何も感じないかもしれません。しか
し、今まで自分の言いたかったことが何も言えなかっ
た学生が、これだけの内容をサラッと言えるのを見
た時、私は「すごく上手だね！」と言って拍手した
のを覚えています。本人も自分がこれだけのことを
言えたという喜びがあったと思います。ちなみに、
私の横で酒井先生がうなずいていらっしゃいます。

＜スライド 18 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例＜教室での実際のスピーチの例 2（暗記）＞

この学生は TOEIC を受けたことがないと言ってい
ますが、受験したら 300 点台だと思います。「ニュー
スをどうやってチェックしているか」という問いに
対して、次のようなスピーチをしました。

     I usually use my smartphone and watch 
the news on an app called SmartNews. Since I 
don’t watch TV these days, I get information 
from my smartphone. The SmartNews app gives 
me notifications of news, so when there is news 
that interests me, I open the notification and 
watch the news.

　関係節の‘news that interests me’のあたりは
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ちょっともごもごと発話していましたが、大体暗記
でこの通りに言えました。これも普段の本人を知っ
ている私はとても上手に言えたと感じました。つい
でに「ここだけ切り取ったらすごく英語ができる人
みたいだよね」とコメントしましたが、ちょっと失
礼だったかもしれません。（会場笑い）

＜スライド 19 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例　＜なぜ AI が出力した英語に対する質問
を提出させたのか＞

学生には DeepL が出した英語に対する質問を提出
してもらいましたが、この課題の発想のきっかけと
なったのは Financial Times の記事です。ChatGPT 
が出た時、教育関係者の間で大騒ぎになり、アメリ
カの一部の州では、生徒が生成 AI を使用することを
禁じたりしました。その時に Financial Times の記
事がこういう風に言ってました。「教員は ChatGPT
を禁止するのではなく、生徒に ChatGTP に質問を
与えるように指示し、その回答に対する批評をさせ
るべきだ」と。私は非常に腑に落ちるものがありま
した。そして「今から AI を使う時代に入るのだから、
AI による出力結果が妥当なものであるのか吟味する
プロセスを教育に組み込むことが重要であり、常に
AI を評価する姿勢を養うことがカギだ」というふう
に理解しました。
　一般教養英語の場合は、AI が出力した英語を学習
者が「批評する」ことは無理だと思いますが、「その
英語を本当に自分は理解できているか」を吟味させ
ることが重要だと思います。彼らはよく「この英語
を理解できました」などと言いますけど、それは全
然信用できません。音読させるとしどろもどろだっ
たりします。だから、学生には AI が出力した英語
が自分に合っているかどうか積極的に問わせること

が必要だと思います。そこで「DeepL が出した英語
について質問する」というプロセスを入れました。
ちなみに、学習者に英語を吟味させるには、質問以
外の形でもいいと思います。酒井先生がさきほどご
提案したようなグループ学習を設定して、DeepL が
出した英語が妥当かどうか話し合わせるのも一つの
方法だと思います。

＜スライド 20 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例　小田の気づき：学生は…

私は学生がどういう質問をするのか最初は想像もつ
きませんでした。実際に学生がした質問を見ると、
とても初歩的な質問が多いと感じます。何と言うか、
DeepL が出した英語と、学生が使える英語との間に
は大きな乖離があり、やはりここに学習プロセスを
仕掛けることが教員の役目だと思いました。
　本当に「なんだ、こんな簡単なことにつまずいて
いたのか」と思う質問がたくさんありました。例え
ば、「どこで洋服を買うか」というトピックを設定し
た時に、オンラインではなく実店舗で洋服を買うの
が好きだという学生がいました。その学生は DeepL 
を使ってこういう英語を出しました。

（DeepL の出力）When I actually try on clothes, 
I can see what shapes and colors look good on 
me.

　質問は「似合う形がわかる、と言いたいんですが、
‘I can see’ のところで‘see’という単語で大丈夫
なんですか」というものでした。「もちろん大丈夫で
す」と回答しました。そして、こんなことにつまず
いていたのかと驚きました。
　それから、古着屋で服を買うのが好きだという
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学生がいました。中古衣料が若い人のあいだで流
行ってるそうですが、私は知りませんでした。そう
したら、その学生が「古着屋は ‘vintage clothes 
store’ だと思っていましたが、DeepL は ‘thrift 
store’ だと言ってます。どっちが正しいんですか」
と質問してきました。どちらも正しくて、扱ってい
る品物が全然違うということは教員が見ればすぐに
わかりますが、学生にとっては違いが見分けられな
いということがわかりました。このように、自分で
もいろいろな発見がありました。

＜スライド 21 ＞　3.2　AI と協働する小さい学習
活動の例　＜学生による質問の内訳＞

学生の質問を分類してみました。全部で 66 個の質
問を分類すると、一番多かったのが「この英語は本
当に私が言いたい意味になっていますか」という英
語の正確性に関する質問が全体の 42% でした。「こ
の英語は難しいので、別の言い方にできませんか」
という代案を求める質問が 18% でした。それから
自分が使いたい英語がある場合は「この英語を使い
たいんですけど、これで大丈夫ですか」という言い
換えに関する質問が 16% でした。

＜スライド 22 ＞　3.3　結果と考察

結果としては、学生は DeepL が出した英語を少し
変えたり飛ばしたりしながら、おおよそ暗記してス

ピーチを行うことができました。以前の AI ツール
がなかったころのスピーチと比べると、学生ははる
かに自然で実際に伝わる英語を話しているので、私
は AI ツールはとても有用だと思っています。学生に
とっても満足度が高いと思います。割と手軽に本当
に自分が言いたいことを言えるからです。
　大きな気づきとしては、DeepL は学生が言いたい
ことをかなり正確に英語にしてくれるものの、そこ
からの学習プロセスがないと、学生が使える英語に
はなりにくいことが挙げられます。つまり、AI が英
語を出した後に何をするかが大事だと思います。
　この Small Talk の活動は非常に応用範囲が広いの
で、みなさんもよかったら試してみてください。私
の学生には、身近なトピックを選んで 20 秒ぐらい
で終わる短いスピーチをしてもらいましたが、難し
いトピック、例えば「最近の円安・株高についてど
う思うか」を選んで、スピーチの時間を 1 分間にす
れば、かなり習熟度が高い層の学生を対象とするこ
とも可能です。そして、英語以外の外国語でも実施
できます。私はスピーチをさせただけて終わってし
まいましたが、期末試験に出題するといいかもしれ
ません。学期中に扱ったトピックから一つを期末試
験で出題し、筆記で回答してもらうようにすれば、
学生はスピーチを復習するでしょう。また、学生が
試験で自分が再現できる英語にしようと努力するの
で、AI が出した英語の「鵜呑み」を避けることがで
きると思います。

＜スライド 23 ＞　4　今できること③：教員間の意
見交換

今できることの 3 つ目として「教員間の意見交換」
がありますが、割愛して次の全体のまとめで言及さ
せてください。
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＜スライド 24 ＞　５　まとめ

まとめますと、英語教員が今できることとして、AI
使用に関するルールをクラスで設けることを挙げま
した。そして、小さい活動を通して AI 利用の可能性
を探っていくことを提案しました。さらに、そういっ
た体験を教員が持ち寄って、英語学習における AI 利
用の是非についての話し合いができるといいと思い
ます。
　実はずっと感じていることがあります。私は学生
が英語の授業で AI を用いることに全く抵抗がない
んですよ。これはおそらく私が英語教育専門でない
アウトサイダーだからだと思います。英語教育の方
法に対するこだわりがあまりないんです。ですから、
英語教育プロパーの方から見たらとんでもない事を
しているかもしれません。ですから意見交換をする
ことが大事だと思います。ところが英語教員の間で
は話し合いが不足していると思います。今日は、酒
井先生が最後の話し合いは AI 使用に賛成派と慎重
派のディベートみたいにしようと提案してくださっ
たので、今日は何を言っても大丈夫です。私の小さ
な試みについても、ちょっと危ないんじゃないかと
思うことがあれば、ぜひご意見をお聞かせください。
ではここまでにします。どうもありがとうございま
した。

小泉 ： はい、ありがとうございました。それじゃあ、
神谷先生お願いします。
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発表

③
「コンピューターと言語」の授業実践事例

機械翻訳・ChatGPT をどう考えるか

神谷　健一（大阪工業大学）

神谷 ： 神谷健一と申します。始めさせていただきま
す。何かスケジュールが押してそうなんですけど、
20 分のつもりで用意してきました。心持ち早口で
しゃべらせていただこうと思います。
　それではですね「コンピューターと言語の授業実
践事例」ということで「機械翻訳・ChatGPT をど
う考えるか」ということなんですが、私は逆にです
ね、リメディアル的な要素は全くなくて、外国語を
専門とする学生に対しての授業のあり方という観点
からお話ししてみたいと思います。

＜スライド２＞自己紹介

まずは自己紹介なんですが、2000 年から高校教員
をしていました。それから 2004 年から今の大学で
本務校で英語教員をしているんですが、途中キャリ
ア教育とか色んなことやってるんですけど、本発表
には関係ありませんのでそれは飛ばします。
　2005 年からは文系学生のための情報教育という
ことをやっておりまして、非常勤で現在に至るとい
うことです。それから 2016 年度、ちょっと 10 年
ほど飛ぶんですけど、ここで外国語学部に所属が移

りまして、外語の学生に情報教育として何をやるの
かっていうことを考え始めたというところでありま
す。
　で、専門分野は私、外国語教育工学を名乗ってお
りまして、なんじゃそりゃとか思うかもしれません
が、ローコード開発ツールと言われる FileMaker っ
ていうソフトがありまして、これをこよなく愛して
おりまして、博士論文は語学教員のための授業支援
ソフトウェア開発の報告というような内容で書かせ
ていただきました。論文博士です。
　どんなものがあるのかということで、後程 Padlet 
の方に貼っておきたいと思うんですけど、私の作っ
たソフトで一番のお気に入りというのがありまして、

＜ＰＣ画面＞「私は学生です。」

※ＰＣ画面：画面上に日本語訳を常時表示。英単語を１語ず
つ参加者に発音させ、操作によって画面上に１単語ずつ順に
増やしていく。全て表示し終わったらリピートさせる。以下
同様。

神谷 ： これ皆さんどうぞ何が入りますか。皆さんど
うぞ。
     I [ ポーズ ] am [ ポーズ ] a [ ポーズ ] student. 

（１語ずつ表示する際の単語の間の [ ポーズ ] は以下省略）

　そういうことをやっておるわけなんですけど、こ
れをやった後は主語が変わりますね。
　はい、一語目は We、
     We are students.
     Yes! We are students. Repeat after me.
      We are students.
　　（参加者繰り返す）
神谷 ： はい。そういうことを最初の方でやっており
ますと急に難しくなるんですけど、これは教科書の
最初と最後の文を取ってきた訳なんですけど、何が
入りますか。

＜ＰＣ画面＞「あの口紅を買っておけばよかったわ。」
神谷 ： 最初の単語は？
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（参加者一緒に）
     I wish I had bought the lipstick. 
　　（参加者繰り返す）

＜ＰＣ画面＞「齋藤さんはまるでアメリカ人のよう
に英語を話す。」
神谷 ： はい、これはどうなりますか？

（参加者一緒に）
     Mr. Saito speaks English as if he were an 
American.
神谷 ： Good! Mr. Saito speaks English as if he 
were an American.

（参加者繰り返す）

　これは僕が担当している科目で一番ローレベルの
クラスなんですけど、そこで使っています。毎週使っ
ているソフトなんですけど、こんなものを作ってい
たりしています。今、かなりこれ仕様が変わってし
まって、僕しか使えないような状態になってるんで
すが、とにかくそういうものを作って報告したよう
なことでありまして。他にもいろんなソフトがあり
ますんで、僕の博士論文全体興味ある人はどうぞご
覧ください。後で Padlet の方にリンクを張ってお
きます。

＜スライド３＞「コンピュータと言語」とは？

　さて、今日は話がまたがらっと変わりまして「コ
ンピュータと言語」の話です。コンピュータの言語っ
ていうのは、プログラミング言語っぽい話のような
気がしますけど、自然言語の学習にもコンピュー
ターが活かせるんじゃないのかという観点でもって
組み立てている、そういうたてつけの科目でありま
す。理想的にはですね、10 言語それぞれの言語学
習に活用可能な方法を学ぶということで、以前です

ね、日本情報教育学会というところで発表した論文
の方にリンクを張ってますんで、これもまたちょっ
と内容は少し違うんですけど、まあ関係があるかな
と思いますんで、後で御覧ください。

＜スライド３＞「コンピュータと言語」とは？
内容的にはですね、入学直後でこれから専攻する言
語を初めて学習する者も履修する授業、つまり、配
当学年でいうと、1 年生から 4 年生まで取れると、で、
8 学期あって、そのうちの半期ものですから、どの
学期でも取れるというようなことです。近年の傾向
ですと 2 年生の受講が多いんですが、大体 2 年生辺
りが抽選で埋まってしまうというそういう科目であ
ります。本当は 1 年生がもうちょっと多いとありが
たいんですけどね。
　キーボード入力とか学習アプリとか、YouTube 
の学習サイトとかスマホによる音声入力、Google 
画像検索、site 検索ですね。で、今回の関連がある
ものとしましては機械翻訳、自然言語処理ですね。
サウンドエディタ、コーパス言語学、ChatGPT な
どを浅く広くというコンセプトでやっております。

＜スライド４＞授業実践

授業実践については、説明資料と課題が交互になる
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ような形式の書き込み式のファイルを用意しており
まして、これが事前にお配りしてるものなんですが、
ちょっとこれを御覧いただいたら分かるなとは思う
んですが、これは機械翻訳の話ですね、第 8 回に扱
います。
　第 8 回では機械翻訳っぽいけど、機械翻訳じゃな
いよということで、これは Readlang っていう Web 
アプリケーションなんですけど、これはクリックし
たところの単語の意味が 1 語だけ出てくるっていう
そういうタイプの Web アプリケーションです。そ
れを試させてですね。ここにスクリーンショットを
取ってはりつけるという形で提出させます。

ですが実際は、機械翻訳って呼ばれるものは、背景
は自然言語処理だよと。形態素解析と構文解析が基
本的な技術なんだけど、その辺は私はある程度勉強
したんですけど、機械翻訳が使えるようになって、
2016 年以来ですかね。精度がぐっと上がったよ、
みたいな話をします。
　続いては英語と専攻言語で書かれた任意のページ
で、それぞれを Google 翻訳してみると。で考察さ
せると、これ実際に書きこませます。
　これをみらい翻訳と DeepL でも比較させます。
そうやって説明をしていくんですが、じゃ果たして
その外国語を専門にする学生にとってですね、全部
完璧に訳せるのかどうかっていうことなんですが、

「エミさん結婚するらしいよ。独身を貫くと言ってた
のにね」という文章が、例えば DeepL なんかだっ
たら素直に出てくるとは思います。
　「タケシさん、結婚するんだってね。親にも一生独
身って言ってたはずなんだけど」ということなんで
すけど、実はこの段階で問題が一つあって、何でエ

ミさんが ‘she’ 、タケシさんが‘he’ で訳されるの
か。名字でも存在しますよね。そういった問題がど
うやって解決できるのかということの背景をお話し
します。
　「ごめんね。あなたが好きな私は、実は彼が好きな
の」で、これ多義文なんですけど、要するに多義文
なんかでも機械翻訳だとうまく訳せないっていうこ
とを学習させる訳ですね。

　課題５については「ワンチャンあんじゃね？」っ
ていうような、よく分かんないんですけど、なぜか
こういうものが DeepL がうまく訳せるという話だ
とか、大阪弁が訳せるんですね。「なんでやねん」「ど
ない思う？」「ほんまやねん」「毎度おおきに」「そら
アカンて」。こういうものがなぜか日本語の方言でも
英訳されてしまうということなんですけど、不思議
だなとか、そういう話もします。
　ここから先はスマホアプリの話なんかをするんで
すけど、音声翻訳が可能なアプリを 15 分ぐらい試
してみて気付いたことを書かせるとか、画像を読み
込ませるっていう翻訳もできますよね。Google レ
ンズなんかが一般的だと思うんですけど、そういっ
たものなんかをやると。そして最終的に外語の学生
ですから、「機械翻訳、音声翻訳、画像翻訳なんかに
よって概念と外国語学習のあり方はどう変わるんで
しょうか。あなたの意見を 3、4 行でまとめてくだ
さい。」ということをやっておいてから次の週ですね。
　次の週。
　日本語音声入力をし、機械翻訳をかけ、外国語の
音声を出力するという結果がもし正しくなかった場
合はどこに限界があるでしょうか？非常に大雑把な
説明ですが、以下のような様々な原因が考えられま
すということで、「塩とってくれる？」という口語表
現が、「塩をとってくれる」ではなくて「塩取ってく
れる」ってするとうまく認識されないんじゃないか
と、そして「神経下垂体の腫瘍」というような専門
用語が辞書に登録されてない。これが種明かしにな
るんですけど。「ばんづますて」という出雲方言があっ
て「こんばんは」なんですけど、こういった方言が
認識されるかどうかとか、そういった問題をやりま
す。
　そして、自然言語処理の問題ということなんです
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けど、詳しくはちょっと飛ばしますので、ごゆっく
り資料を見てください。
　それで結局ですね「ワンチャンあんじゃね？」と
いうところで、なぜかひらがな片仮名交ぜ書きをす
るとおかしなことが出るっていうことですね。それ
があったのは、実は自然言語処理で解決できてない
からというになろうかなということでありました。
　先程申し上げましたけれど、エミさんが女性とは
限らないとか、タケシさんが男性とは限らないと、
どちらも名字として存在し得る訳ですね。
　で、欧米系の多くの言語では、人称代名詞で姓を
区別しますから、‘he’ とか ‘she’の選択にかかわっ
てくる。他にパラ言語情報ですね。イントネーション、
リズム、スピード、間の取り方、声質、音量、声の
音の変化、話し手の性別、年齢、意図、態度、感情、
身振り手振り。こんなものは文字言語にした時点で
全て失われてしまいます。
　ですから「ナニヤッテンノ？」というものが質問
か叱責か揶揄か悲嘆かというようなことも伝わりま
せん。機械翻訳には。「何やってんの」「何やってん
のッ！」「何やってんの～」とかいうようなことをや
らす訳です。で、比べてみようと「皆さんの専攻言
語に訳してみましょう」というような課題もありま
す。

　JUMAN というシステムがありまして、これがで
すね、自然言語処理では比較的有名なんですけど、
まずは京都産業大学というものを形態素解析させま
す。で、架空の東京都産業大学（ひがしきょうとさ
んぎょうだいがく）という大学を出しましてですね。
これ東京都産業大学（とうきょうとさんぎょうだい
がく）とも読めますよね。だったら、これ平仮名でやっ
たらどうなのかってことで「ひがしきょうとさんぎょ
うだいがく」というようなことを比べてみるなんて
いうこともさせます。
　こんなことやってるとですね。実は Google で「京
都」と検索しても、東京都が出てこないということ
に気付く学生がいて、ちょっと今年は正解率が低かっ
たんですが、課題とは言え、加点対象ではないから
好きなように思いついたことを書きなさいというよ
うなことを示す訳です。
　JUMAN というソフトでは、ちょっと実演はしま

せんけど、「外国人参政権」に対する考え方の違いと
いうものがうまくできなかったんですね、実は。ど
う読むかっていうのは、「ガイコク、ニンジン、セイ
ケン」だった訳です。（会場笑い）
　初期の形態素解析だと、どうしてもこうなってし
まう。これを解決するのに、もう散々ね、色々と頑張っ
てこられたというのが自然言語処理の方々の努力で
した。今では 「JUMAN ++」というものがありまし
て、そこでは、外国人参政権というようなもので出
るようになっています。
　「裏庭には二羽鶏がいる」というようなものもある
んですが、どちらも平仮名でやっちゃうと出てこな
いんです。「うらにわにはにわにわとりがいる」とい
うことですけど、ちょっとこれ種明かししますと「う
らにわに　はにわにわとり　がいる」という具合に
分析してしまいます。
　その他ですね。複数の意味に取れるものが 4 つほ
どありまして、構文解析ですね。こういったもので、

「クロールで泳いでいる少女を見た」というのと「望
遠鏡で泳いでいる少女を見た」。これ「見た」にかか
るものが違うんです。「クロールで泳いでいる」とい
うことですね。で、「望遠鏡で見た」ということなん
ですけど、これ構文としてはどうなのかなというこ
とで、これを正しく解析してくれます。
　で、「ナイフで歩いている人を刺した」というのと

「早足で歩いている人を刺した」だと同じように「ナ
イフで」という部分と「早足で」っていう部分しか違っ
てないのに、構造が違うと。なぜでしょうね、とい
うことを考えさせます。
　その場合ですね。これ、いわゆる Pre-edit なん
ですけど、少し練習をさせます。
　「黒い瞳の大きな女の子が住む家」っていうのは非
常に多義文でして、黒いのが何かとか、大きいのが
何かとか、色んなところで区切り方ができる文で、
50 何通りかの解釈が可能だと言われております。
　で、機械翻訳についてパラ言語情報を伝えるため
に絵文字が発達したという考え方があるんですが、
例えば      の絵文字はどういう意味でしょうかって
言うと「嬉しい」「悲しい」のどちらでしょうか。直
感で答えてくださいということですが、ちょうど半
分ぐらいになりますね。「嬉しい」と答える学生と「悲
しい」って答える学生が一緒くらいいます。
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　機械翻訳が今後進化する為には、やっぱりこういっ
た絵文字が解釈できないことにはまあうまくいかな
いだろうなということで、だんだんと皆さん学生の
皆さんは完璧な機械翻訳はまだ存在しないっていう
ことが結論として見えてくるということになります。

　最後に ChatGPT なんですけど、これはですね、
まだ使ったことがないっていう学生が 3 分の 2 くら
いいるようなんですね。ですから、まずは日本語で
誕生日プレゼントを考えるという設定で、「10 歳の
男の子への誕生日の候補を 5 つ挙げてください。そ
の理由も添えてください」とかね。そういうような
日本語のものから始める。10 歳の女の子に変えても、
スレッド内では「10 歳の女の子」「50 歳の女性」「80
代の祖父」とね、年齢と属性を指定するだけで同じ
回答が返ってくるということです。ここまでのリン
クを共有。リンクを共有して張らせる場合と、スク
リーンショット張らせる場合と両方あるんですけど
ね。
　で、「上記の内容を英語に訳してください」って。
それで「○○語に訳す」と、例えばヘブライ語に訳
すと、そのスレッドをアラビア語に訳す、エチオピ
ア語に訳す、タイ語に訳す、ヒンディー語に訳す、
最後に日本語に訳すということで、これを上と下と
を比べてみると、実はほぼ同じものが返ってくると
いう不思議なことになっています。どういう仕組み
だろうなというようなところを ChatGPT の単元で
は考えさせます。
　他にですね、プロンプト・エンジニアリングの話
になるんですけど「話者人口の上位 10 位まで、順
位、言語名、主な国名を表形式でまとめてください。」
そして「同じ内容をスペイン語に翻訳してください。
韓国語に訳してください。」というような部分を適当
に変えたものを作ってですね、また、貼り付けるな
んてことをやります。
　「フランス革命をドラえもんで説明」っていうよう
なものも有名ですね。「ジャガイモと人参と麺つゆを
使ったレシピ」何ていうのも使います。この辺から
するとですね。もう凄い驚くみたいですね。まだ使っ
たことない学生は特に驚きが大きいみたいです。

　はい。ここから外国語への応用ということで、よ

うやく 3 分の 2 ですが、ChatGPT を初めて使う学
生のための内容が出てくる訳なんですけど、「次の文
が間違っていたら正しいものに書き換え、その理由
を説明してください」というようなことで、
     You have to wearing a helmet when riding a 
motorcycle.
　もちろんご承知おきのようにここは ‘wear’ にな
らないといけませんし、それから ‘ride’ に変えると
いうことなんですけど、勿論これは ChatGPT さん
は賢いですから、ちゃんと直してくれます。
　何でもいいですから、専攻言語または第 2 外国語
で間違いを含めた文を作ると。例えば冠詞を間違え
るとか、綴りを間違えるとか、語の順番を逆にする
とか、文法的に必要な語を一語を抜くなど、自由に
考えた間違いを含めた文を書かせ、さらにそれを修
正。どのぐらいまでいけるのかというようなことや
らせます。
　「○○語の単語を勉強したいです。（初級・中級・
上級のいずれか）」っていうことなんですけど、これ
は選ばそうと思ったんですけど、丸ごと初級・中級・
上級って書いちゃってる人がいてですね、ちょっと
困ったなと、話を聞いてなかったなというような学
生もいたりしました。
　それでですね、ちゃんと例文と意味を備えた表形
式でまとめてもらう。もう少し難しめ、易しめの単
語でください、とそういう問題も出ます。
　新しいスレッドを使って、例えば「英語の練習を
したいです。あなたはイギリスにあるフィッシュ・
アンド・チップスの店の従業員です。私に英語で質
問しながら、店のメニューをなるべく簡単な英語で
進めてください。質問は一度に一つずつでお願いし
ます。」ということをやると、ちゃんと会話が成り立
つようなものが返ってきます。驚きますね、学生。
　更にこいつを音声でやってみるということで、
Voice Control for ChatGPT ですかね。こういうも
のを Google Chrome に入れて日本語で会話させた
後、それから英語で会話、それから専攻言語でも会
話すると、これでもう学生の心をガッチリつかみま
すね。
　ChatGPT は間違いなく他に試してみるプロンプ
トの例が幾つかあるよということで、「空気を読むっ
て○○語で何て言う？」とか「感謝を伝える表現を
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教えて」とか、「表現をビジネスの場にふさわしい表
現に置き換えて」と。
　最後に立命館大学のびわこ・くさつキャンパスで
transable という AI ツールが授業に使われていると
いうような話なんかも添えて、本日の感想を書かせ
るというようなことをして終わりです。

＜スライド４＞授業実践

スライドに戻ります。ご覧のように、Small-step で
謎解き要素を含めながら進めております。

＜スライド５＞今後の外国語教育のあり方をめぐっ
て

今後、外国語教育ってどうなるのかということです
ね。教養レベルの第 2 外国語はもしくはリメディア
ルレベルの英語でもいいんですが、専攻レベルの外
国語だったらどうなるのかなというようなところ、
これまだ研究が殆どできてないと思います。
　academic writing とかというようなニーズからい
うとですね、確かに英語で書けるようにするとかい
う方が重要かもしれません。例えばですね。通訳を
養成する、例えば、フランス語の通訳を養成するよ
うな課程のレベルの学生がいるようなところだった
ら、どうなるのかっていうところをいろいろ調べる
必要があるのかなと。とにかくもう変化が凄まじい
です。で、こういったものをですね、どのように教

育に取り入れるのかっていう観点からの議論がまだ
まだ必要だと思います。
　以上です。ありがとうございました。

小泉：ありがとうございました。3 人の先生にご発
表いただきました。酒井先生のワンマンショーにな
らなくて良かったなと思っています。でも、私のス
ライドをお見せする時間が残りませんでした。後日
刊行される冊子には掲載してもらいます。
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発表

④
Hallucination does happen.

AI の嘘を見抜く力をつけることが外国語学習なのか
― 指定討論者としてのつぶやき（EXPO 前）―

小泉　仁　（星槎大学 ; 2024.4.1 現在）

（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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小泉 ： はい、事前に 3 人の先生の書かれたものを 
Padlet でも拝見してましたけれども、個人的にはど
れもそれぞれ面白かったんですが、英語を教える、
英語で何かできるようにしてやる、特に機械翻訳を
使ってというところがキーだと思いました。
　機械翻訳を使うこと自体が目的化しないだろうか
というのが私の一番の心配でして、事前に Padlet 
に私の今日のお話を聞く前の思いつきをただ並べ
てみましたけれども、そこに書きましたが、私も
ChatGTP に質問してみたんです。で、こちらが聞
き方をちょっと変えるだけで答えの仕方が変わって
くる。時には思い切り違うことを返してくる。
ChatGTP は最近のニュースを読んでないなと思い
ました。私がフェイクニュースを作り、ChatGTP
に HEADLINE を書けって頼んだんですけれども、
ニュースの真偽を知らないので、本当の HEADLINE
みたいなつもりで書いてきたりします。新聞の
HEADLINE のコンベンショナルな書き方も知ってる
のかどうかもよく分からない。それはコンベンショ
ナルじゃないよね、って聞いたら、そうですねって、
しれっと、さっき言ったことをひっくり返してくる
んですね。
　こういう連中を相手にする為のリテラシーって、
英語を使える力とは別のところにあるんじゃないか。
それを学生に一回教えてからでないと英語に対する
興味を引っ張り出すまでに手間がかかるんじゃない
かなと思ってるんです。
　つまり、コンピューターを操作すること、人工知
能を操作することが、英語ができることなんだとい
う、勘違いをさせてしまわないか、うっかりすると
そっちへ行ってしまわないかということについて、
はい、酒井先生。
酒井 ： ChatGPT のバージョンは 4.0 ですか？ 
小泉 ： 3.5 でした。
酒井 ： だったらダメです。
小泉 ： だからそこです、問題は。誰でも使えるソフ
トでないといけない。タダで手に入るべきでしょう。
4.0 はどうなんですか、お金がかかるんでしょう？

ディスカッション
教育に使うとなれば、誰にでもアクセシブルかどう
かということが、すごく問題なんです。で、今、酒
井先生の答えで 3.5 ならダメだと言いました。じゃ
あ、AI がどんどん進化して、お金を出してそれを使
えばうまく翻訳してくれるかもしれない。企業の提
示する金額を払える人だけが利益を被って、払えな
い人は苦労すればよいのか、それを私は問いかけて
いるのです。確かに、企業は慈善活動で AI を開発
しているのではありせん。金儲けです。でも、その
企業の活動に乗っかって、どこへ向かって進化して
いくのかわからない AI に付き合い続けることを危う
いこととは思いませんか。その結果、人々の外国語
観まで変化する。さらには、情報ディバイドがさら
に大きくなりませんか。もうひとつ疑問があります。
その翻訳能力って、使った人自身の言語能力になる
んでしょうか。どうですか。機械の言語能力ではな
いの ?
酒井 ： 英語の運用力，習得はしないけれども運用は
できる。
小泉 ： 言語の運用力って習得しないもので成り立っ
てもいいのかなっていう疑問は湧きませんか。はい、
小田先生。
小田 ： 自分がわかる範囲だったら運用力に数えてい
いと思います。自分が読んで確認できる範囲でだっ
たら。
小泉 ： 母語以外で、自分で解った上で運用できる言
語って必要じゃないんですか。
酒井 ： 例えばある時、学生がですね。就職して、サ
ウジアラビアからアラビア語が送られてくるでしょ。
それで、サウジアラビアに大至急このように答えな
きゃいけないんだったら、うん、今やそれを理解で
きなくても何とかやっている。
小泉 ： アラビア語はね。
酒井 ： ベトナム語もそうだし。
小泉：では、母語の他に第 2、最初の第 1 の第 2 言語、
変な言い方ですけど、2 つ目の言語って要らないの。
酒井 ： だから、結局その機械翻訳とか、そういうも
のはお互いに共通の言語が無い人のためのコミュニ
ケーションを助ける道具になってそれをずっと広げ
ていくわけです。だから、要するに習得段階で，コ
ミュニケーションの可能性を考えると，よほどポリ
グロットじゃない限り、だいたい第 1 か第 2 位で終
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わってしまう。それがいわゆる機械翻訳を使うとで
すね、いろいろな言語とのコミュニケーションの可
能性を広げてくれます。
小泉 ： そこは分かる。でも、それが成果主義なんで
すよね。本人の内発的動機から本人の言語能力とし
て 2 つ目のものがその人の中に育っていくってこと
は、Cummins の言う共通基底能力、氷山の根っこ
の部分が大きくなっていくことなんだっていう仮説
がありますけれど、機械翻訳に頼って成果だけを追っ
かけていくと、自分自身の氷山は育つんだろうか。
神谷先生どうですか。
神谷 ： 助けにはなります。
小泉 ： 助けにはなる。でも育てるためには、何か別
にしなきゃいけない。
神谷 ： もちろんそうです。
小泉 ： はい、で、これはもう会場の皆さんにも聞き
たいんですが、ちょっと時間がないので、是非チャッ
トに質問なり、どんどん書いていただきたいと思い
ます。チャットに書いてください。オンライン上の
みなさん。はい、ここにいる皆さんもぜひお願いし
ます。
　それで、要は、機械翻訳はこんなにできますよ、4.0
ならこっちまで行けるんですよというところに目が
向いて、その先、それで我々どうしたらいいの？例
えば即興性ということを文科省の学習指導要領でも
言っています。英語での即興性を高めていく。それ
は少なくともパソコンに打ち込んでいるうちはダメ
ですよね。でも、ドラえもんの翻訳コンニャクとか、
あれみたいに AI が発達してくれば、その先どうなる
かわかりません。その辺、皆さんどう考えますか。「予
言者じゃないからどうなるかわからない。でも発展
していくものは止められないんだ」というだけのテ
クノロジー追随の意識で、教育の世界を語れるかど
うかってところも私は問いかけたい。
　技術論としては止まらないんでしょ？止まらない
から後を追っかけて、それの運用を一生懸命やって
るけど、ヒューマンエラーが起きて汚染水があふれ
たりするような事故も起きる。人間の頭の中のこと
を外の機械に任せて、その先どうなるんだろうかと
いうことについて、やっぱり教育に関わるものとし
ては、意識に置いて批判的に使っていくという議論
はもっともっと深めるべきだろうと、まだそこがす

ごく浅いと思うんです。はい、じゃ最後に一言ずつ
お願いします。
酒井 ： 一言じゃないんだけど。
小泉 ： 一言でいい、時間がないので。
酒井 ： 今日ここに来るはずだった山田先生と北海道
で話したんですけど、やはり日本語になってくるで
しょう。機械翻訳とか ChatGPT のシンポジウムっ
ていうのは、やった瞬間にもそれは古いものになっ
てる。それで、どんどんどんどんどんどん新しいも
のが出てくる。それで、つまり日本語がちゃんとし
ていれば、要するにいろんなもので OK になっちゃ
う世界が来るんですよ。つまり日本語がちゃんと正
しく使えれば、その機械翻訳でいろんな言語が全部
出来ちゃうんです。それで、機能面と情緒面がある
んだよね。機能面はそっちでいいと思う。情緒面っ
てのは別だと思う。
小泉 ： だから、そこを置き去りにして機能面だけ議
論が進んで・・・。
酒井 ： 置き去りにしてない。
小泉 ： 情緒面についての、言語の情緒面、つまり人
間の右脳が関わる部分っていうのは機械には任せら
れないんですよ。だから機械翻訳・AI がここまでで
きますよっていうのを突き詰めていくだけでは絶対
ダメで、AI ができないことをみんなで見つけておか
なきゃいけない。そういう点で、今日、神谷先生の
後半、学生達のメタ認知能力を高めるためのいろん
な質問が出てきました。メタ認知を育てることが必
要です。ああいうことがないとなかなかこの先、機
械にどんどん持っていかれてしまって、気が付いた
時は、人間としての大事な要素、アブダクション推
論だとか、そういった部分以外にも大事なことは多
いのだけど、両方があってこその、我々の言語能力
だから。
　ボトムアップの帰納的、上からの演繹的、そして
直感的、そういったものを全て集めてくるような人
間の言語能力の、どのぐらいまでを機械に売り渡し
てしまうことになるんだろうかという疑問が絶えず
付きまとう。ですから、そのあたりに答える努力を
今日発表された 3 人の専門家、それから、会場にい
らっしゃるさまざまな分野の専門家の皆さんにも考
えていただきたいなと思うんです。はい、で、時間
いいですかね。もうそろそろ。小田先生、最後の一
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言どうぞ。
小田 ： 自分の発表の際に時間がなかったことなんで
すが、最後に小泉先生がおっしゃったように議論を
深めることが大事だと思います。私が何か妙だなと
思っているのは、今生成 AI が出たので、大学教育界
全体がどうしようってなってますけども、外国語教
育だけに特化して見た場合、2016 年のニューラル
機械翻訳の出現時点でもうこのインパクトが私達に
はあったはずなんですよ。なのに、英語教員の発信
は少なかったですよね。私はそう思います。そう思
うのは私だけかなと思っていましたが、東大のガリー
先生もやっぱりそういうことを言っているので、何
か当時は話しにくい雰囲気があって、それが私がこ
そこそと機械翻訳を使っていた理由です。やっぱり
それは良くなくて、オープンにみんなでこうやって
話し合うことが大事だと思います。今日は、そうい
う提案をしていただいて、有意義だったと思います。
ありがとうございました。
神谷 ： 私の言いたいことは、まだまだ実践が足りな
いなっていうことだけですね。英語に偏り過ぎてる
なっていうところが問題だな、と常に心がけておき
たいと思います。以上です。
小泉 ： ありがとうございました。
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